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　はじめに

ニジョウサバGrammatorcynus bilineatus (Rüppell, 

1836)はスズキ目サバ科ニジョウサバ属に属し，

紅海からトケラウ，日本にかけてのインド・太平

洋 に 広 く 分 布 す る（Collette and Nauen, 1983; 

Collette and Gills, 1992）．本種は沖縄県において

多獲され，食用に供されるが，腐りやすいことか

ら，沖縄県においては「くさらー」と称される

（Kishinouye, 1923； 具 志 堅，1972; Collette and 

Nauen, 1983；中村，1997）．しかし，ニジョウサ

バは鹿児島県以北では稀であり，これまで鹿児島

県内において，薩摩半島西岸，甑列島下甑島，お

よび大隅諸島屋久島からのみ記録されていた（畑

ほか，2011；Motomura and Harazaki, 2017）．

2017年 5月 15日にニジョウサバと同定される

1個体が奄美大島において採集された．本標本は

奄美群島における本種の標本に基づく初めての記

録であるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法はMarr and Schaefer (1949)とそ

れを改変した Gibbs and Collette (1967)にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，各部の計測はデジ

タルノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．ニ

ジョウサバの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮

影された奄美大島産の標本（NSMT-P 131105）の

カラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報

告に用いた標本は，国立科学博物館に保管されて

いる．本研究で用いられている研究機関略号は以

下の通り．FAKU－京都大学；KAUM－鹿児島

大学総合研究博物館；NSMT－国立科学博物館．

　結果と考察

Grammatorcynus bilineatus (Rüppell, 1836)

ニジョウサバ　（Fig. 1）

標本　NSMT-P 131105，体長 425.8 mm，尾叉

長 445.9 mm，鹿児島県奄美大島近海（名瀬漁港

で購入），2017年 5月 15日，前川隆則．

記載　背鰭 12棘 14軟条；体背縁上の小離鰭 7

個；臀鰭 12軟条；体腹縁上の小離鰭 6個；胸鰭

23軟条；腹鰭 1棘 5軟条；第 1鰓弓上枝鰓耙 4本；

下枝鰓耙 17本；総鰓耙 21本．

体各部の尾叉長に対する割合（%）：頭長

21.1；吻端から第 1背鰭起部にかけての距離

29.0；吻端から第 2背鰭起部にかけての距離

54.7；吻端から臀鰭起部にかけての距離 59.9；吻

端から胸鰭基底上端までの距離 21.6；吻端から腹

鰭起部にかけての距離 24.9；最大体高 21.5；胸鰭

長 13.1；腹鰭長 7.2；腹鰭起部から肛門先端まで

の距離 33.4；胸鰭基底上端から第 1背鰭起部にか

けての距離 13.7；第 1背鰭基底長 25.9；第 2背鰭
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に長い楕円形．尾柄部側面には中央と体背縁付近，

および体腹縁付近に前後方向に細長い隆起線が 1

本ずつ入る．体は細かい円鱗に被われるが，瞳孔

中央よりも前方の頭部は無鱗．側線は 2本あり，

上方分枝は鰓蓋後方から始まり，体背縁とほぼ平

行に体側上部をはしり，尾鰭基底で終わる．側線

分枝の下方のものは第 1背鰭第 5棘起部直下で上

方分枝から下方に分かれ，瞳孔下縁付近の高さで

斜め後方に向かい，前鰓蓋骨下縁付近の高さで体

腹縁とほぼ平行となり，後方へ向かう．2本の側

線分枝は後方から 2番目の背側の小離鰭直下付近

でする．

色彩　生鮮時の色彩―体背面は緑がかった黒

色を呈し，体側上部は黄緑色を呈し，体側中央部

から体腹面にかけては黄色がかった銀白色．体腹

面には小黒色斑が前後方向に並ぶ．第 1背鰭は灰

色を呈し，縁辺部は茶色がかった黒色．第 2背鰭

と背側の小離鰭は黒がかった茶色．胸鰭は灰色を

呈し，上縁は黒色．腹鰭は茶色がかった灰色．臀

鰭は白色を呈し，前部は紫がかった黒色．腹側の

小離鰭は紫がかった灰色．尾鰭は暗褐色を呈し，

両葉の中央部は黄緑色．虹彩は銀色を呈し，瞳孔

は暗青色．

分布　紅海からトケラウ，日本にかけてのイ

ンド・太平洋に広く分布する（Kishinouye, 1923; 

Collette and Nauen, 1983; Collette and Gills, 1992；

益田・小林，1994; Collette, 2001; Kimura, 2009；

中坊・土居内，2013; Hata, 2017）．日本国内では

これまで高知県以布利，甑列島下甑島，薩摩半島

基底長 8.7；背鰭最長棘（第 2棘）長 8.8；第 1背

鰭第 1棘長 6.3；吻長 7.7；眼窩径 5.1；虹彩径 3.3；

上顎長 9.5；尾柄高 3.9；最大体幅 12.6．

体は前後方向に長い長楕円形で，やや側扁し，

体高は第 1背鰭第 7棘起部で最大．体背縁は第 1

背鰭基底後端にかけて緩やかに上昇し，そこから

尾鰭基底上端にかけて緩やかに下降する．体腹縁

は下顎先端から第 1背鰭第 10棘起部直下にかけ

て緩やかに下降し，そこから尾鰭基底下端にかけ

て緩やかに上昇する．胸鰭基底先端は鰓蓋後端よ

りも僅かに後方に位置する．胸鰭後端は尖り，第

1背鰭第 5棘起部直下に達する．胸鰭の上縁と後

縁はともに直線状．腹鰭起部は胸鰭基底下端より

も僅かに前方，腹鰭基底後端は背鰭起部よりも前

方に位置する．たたんだ腹鰭の後端は肛門に達し

ない．腹部には腹鰭をたたむことのできる溝がな

い．第 2背鰭起部は第 1背鰭基底後端に近接し，

臀鰭起部よりも前方に位置する．第 2背鰭と臀鰭

は何れも鎌状を呈し，前部は伸長する．第 2背鰭

と臀鰭は後方にそれぞれ 7個と 6個の小離鰭をそ

なえる．尾鰭は二叉形を呈し，深く湾入する．吻

端は尖り，下顎は上顎よりも僅かに突出する．口

裂は大きく，上顎後端は露出し，瞳孔前縁より僅

かに後方に位置する．両顎には小円錐歯が 1列に

ならび，鋤骨と口蓋骨には小円錐歯が密生する．

鰓蓋と前鰓蓋骨の後縁はともに円滑．眼と瞳孔は

ともに正円形．眼隔域は平坦．鼻孔は 2対で，前

鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方に位

置する．肛門は臀鰭起部前方に位置し，前後方向

Fig. 1. Fresh specimen of Grammatorcynus bilineatus. NSMT-P 131105, 445.9 mm fork length, off Amami-oshima island, Amami Islands, 
Kagoshima Prefecture, Japan.
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西岸，大隅諸島屋久島，および琉球列島（確かな

記録は沖縄諸島以南）から記録されていたが

（Kishinouye, 1923; Kuiter, 1992；鳥居，2001；畑

ほか，2011；中坊・土居内，2013；Motomura and 

Harazaki, 2017），本研究により，新たに奄美大島

における分布が確認された．

備考　奄美大島産の標本は，側線が第 1背鰭

下方で分枝し 2本となり，尾柄部で再結合するこ

と，尾柄部に前後方向に細長い隆起線が体背縁付

近と体腹縁付近に 1本ずつはいり，その中間に前

後方向に長い隆起線が 1本あることなどが，

Collette and Nauen (1983) や，Collette and Gills 

(1992)，および Collette (2001)によって定義され

た Grammatorcynus属の標徴と一致した．さらに，

眼径が尾叉長の 5.1%であること，第 1鰓弓総鰓

耙数が 21であることなどの特徴が Collette and 

Nauen (1983)や Collette and Gills (1992)，および

Collette (2001)の報告した G. bilineatusの標徴とよ

く一致したため，本種と同定された．また，この

標本の計数・計測値は，畑ほか（2011）によって

示された G. bilineatusの値と概ね一致した．

本種との唯一の同属他種でオーストラリアと

ニューギニア島から記録のある Grammatorcynus 

bicarinatus (Quoy and Gaimard, 1825) は，G. 

bilineatusと比較して，眼が小さく眼径が尾叉長

の 3.1–4.6%（G. bilineatus で は 4.0–6.0%）， 第 1

鰓弓の総鰓耙数が少なく 14あるいは 15（18–24）

であることにより識別される（Collette and Nauen, 

1983; Collette and Gills, 1992; Collette, 2001）．なお，

Collette and Nauen (1983), Collette and Gills (1992)，

および Collette (2001)は，これら 2形質に加え，G. 

bicarinatusでは体腹面に多数の小黒斑を有し，G. 

bilineatusではそれがみられないことを 2種の識

別形質に挙げた．しかし，本研究における記載を

おこなった奄美大島産標本（NSMT-P 131105，尾

叉長 445.9 mm）のほか，比較標本の KAUM–I. 

9017（尾叉長 439.3 cm），KAUM–I. 200023（尾叉

長 579.6 cm）においても体腹面に小黒色斑が多数

観察された．これらの標本はいずれもその他の形

質において G. bilineatusに同定されたことから，

体腹面の小黒色斑の有無は 2種の識別において有

効ではないと考えられる．

Grammatorcynus bilineatus は Kishinouye (1923)

によって琉球列島から報告されて以降，沖縄県内

各地から報告されてきた（例えば蒲原，1965；具

志堅，1972; Collette and Gills, 1992; Kuiter, 1992；

中村，1997; Senou et al., 2006, 2007）．しかし，鹿

児島県以北における記録は乏しく，鳥居（2001）

が高知県土佐清水市以布利から得られた 1個体

（FAKU 68214，体長 41.7 cm）を報告，畑ほか（2011）

が甑列島下甑島から得られた 1個体（KAUM–I. 

16277，尾叉長 265.7 mm）と南さつま市笠沙町沖

から得られた 2個体（KAUM–I. 9017，尾叉長

439.3 mm, KAUM–I. 14711，尾叉長 194.0 mm）を

報告，および Motomura and Harazaki (2017)が水

中写真に基づいて大隅諸島屋久島から報告したも

のに限られる．中坊・土居内（2013）は本種の日

本国内における分布を高知県以布利と琉球列島と

したが，本研究において，本種の奄美群島におけ

る記録は確認されず，同地域の魚類相を扱った本

村・松浦（2014）にも記録されていない．したがっ

て，記載標本は奄美群島における本種の初めての

記録となる．

比較標本　ニジョウサバ Grammatorcynus 

bilineatus（4個体，尾叉長 194.0–579.6 mm）：畑

ほか（2011）で示された 3個体（鹿児島県南さつ

ま市，下甑島産）および以下の 1個体．KAUM–I. 

200023，尾叉長 579.6 mm，鹿児島県枕崎市沖，

釣り（枕崎市魚類市場で購入），2015年 6月 2日，

岩坪洸樹・森　幸二．
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